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平 成 26 年 第 ２ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 26 年 ６ 月 ６ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 26 年 第 ２ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 ご 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 33 号 か ら 議 案 第 35 号 ま で の 専 決 処 分

の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て で ご ざ い ま す 。  

 

議 案 第 33 号  小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に

つ き ま し て は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 公

布 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 し た

も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 建 築 物 の 耐 震 改 修 に つ

い て 固 定 資 産 税 の 減 額 の 適 用 を 受 け よ う と す る 者 の 申

告 を 耐 震 改 修 完 了 後 ３ か 月 以 内 と す る も の の ほ か 、 税

の 負 担 軽 減 措 置 と し ま し て 、 優 良 住 宅 の 造 成 等 の た め

に 土 地 等 を 譲 渡 し た 場 合 、 長 期 譲 渡 所 得 に 係 る 課 税 の

特 例 に つ い て 適 用 期 限 が 平 成 26 年 度 ま で で あ っ た も の

を 平 成 29 年 度 ま で ３ 年 間 延 長 す る も の 等 で ご ざ い ま す 。 

こ れ ら を 規 定 し た 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律
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が 、 施 行 さ れ る こ と に 伴 い 、 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 必 要 が 生 じ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 34 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 施 行 令 の

一 部 が 改 正 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 国 民 健 康 保 険 税

条 例 の 一 部 を 改 正 い た し た も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 保 険 税 の 課 税 限 度 額 の

引 き 上 げ と 低 所 得 者 の 保 険 税 の 軽 減 を 拡 充 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 35 号  平 成 25 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ６ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 の 総 額 に そ れ ぞ れ ３ 億 387 万 １ 千 円 を 追 加 し 、 補 正

後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を そ れ ぞ れ 209 億 9,9 6 5 万 ８

千 円 と い た し た も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、 地 方 譲 与 税 、 各 種 交 付 金 及 び 地 方 交

付 税 等 の 額 の 確 定 並 び に 使 用 料 及 び 手 数 料 を 歳 出 予 算

に お い て 、 減 債 基 金 及 び 公 共 施 設 整 備 基 金 へ の 積 立 金

と し て 計 上 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 の ３ 議 案 に つ き ま し て は 、 議 会 を 招 集 す る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 179

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、３ 月 31 日 付 け で 専 決 処 分 を い

た し ま し た の で 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告
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し 、 議 会 の 承 認 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ２ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 西 村
に し む ら

 俊
と し

治
は る

氏 が

平 成 26 年 9 月 30 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、

人 権 擁 護 委 員 法 の 規 定 に よ り 後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し

て 再 度 推 薦 す る た め 、 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ３ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 貝 原
か い は ら

 三 保
さ ぶ や す

氏 が 平

成 26 年 ９ 月 30 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、

人 権 擁 護 委 員 法 の 規 定 に よ り 後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し

て 持 永
も ち な が

 逸 子
い つ こ

氏 を 推 薦 す る た め 、 議 会 の 意 見 を 求 め る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 36 号  小 城 市 固 定 資 産 評 価 員 の 選 任 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、 ４ 月 の 人 事 異 動 に よ り 前 任 の

評 価 員 が 辞 任 し た た め 、 後 任 の 評 価 員 を 選 任 い た し た

く 地 方 税 法 第 404 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意

を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 37 号  小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 地 方 税 法 の 一 部 が 改 正 さ

れ る こ と 等 に 伴 い 、 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ
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い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 法 人 市 民 税 の 法 人 税 割

に つ い て 、 こ れ ま で 標 準 税 率 に よ り 「 100 分 の 12. 3」

と し て お り ま し た も の を 、改 正 後 の 制 限 税 率 を 導 入 し 、

「 100 分 の 12. 1」 に い た す も の の ほ か 、 公 的 年 金 か ら

徴 収 す る 個 人 住 民 税 の 特 別 徴 収 に つ い て 、 不 均 衡 を 平

準 化 す る た め に 算 定 方 法 の 改 正 を 行 う も の 、 ま た 、 平

成 27 年 度 以 後 の 年 度 分 の 軽 自 動 車 税 に つ い て 、そ の 区

分 に 応 じ 、 現 行 の 「 約 1.5 倍 」 又 は 「 約 1.25 倍 」 に 引

き 上 げ る も の 等 に つ い て 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 38 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 税 制 改 正 で 金 融 所

得 課 税 の 一 体 化 が 図 ら れ た た め 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 39 号  小 城 市 育 英 事 業 資 金 貸 付 基 金 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 育 英

事 業 貸 付 基 金 の 一 部 を 返 還 免 除 す る た め 、 条 例 の 一 部

を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 40 号  佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 を 組 織

す る 地 方 公 共 団 体 の 数 の 増 加 及 び 規 約 の 変 更 に つ い て

で ご ざ い ま す が 、 伊 万 里 ・ 有 田 消 防 組 合 を 佐 賀 県 市 町

総 合 事 務 組 合 へ 加 入 さ せ 、 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の
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地 方 公 務 員 に 係 る 公 務 上 の 災 害 又 は 通 勤 に よ る 災 害 に

対 す る 補 償 に 関 す る 事 務 の 共 同 処 理 に 参 加 さ せ る た め 、

規 約 の 変 更 が 必 要 で あ り 、 地 方 自 治 法 第 290 条 の 規 定

に よ り 関 係 地 方 公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 が 必 要 と な り ま

す こ と か ら 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 41 号  天 山 地 区 共 同 環 境 組 合 の 設 立 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、多 久 市 と ご み 処 理 施 設 の 設 置 、

維 持 管 理 及 び 運 営 並 び に 一 般 廃 棄 物 （ 家 庭 ご み ） の 収

集 及 び 運 搬 に 関 す る 事 務 を 共 同 処 理 す る た め 、 一 部 事

務 組 合 を 設 立 す る も の で 、 地 方 自 治 法 第 290 条 の 規 定

に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ き ま し て ご 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

議 案 第 42 号  平 成 26 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 １ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総

額 に そ れ ぞ れ ５ 億 1,38 5 万 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 歳 入

歳 出 予 算 の 総 額 を そ れ ぞ れ 208 億 2,8 2 5 万 円 と す る も

の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、 中 心 市 街 地 活 性 化 事 業 （ 仮

称 ） ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ 建 設 分 の 総 額 と 年 割 額 を

変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 、 社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事
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業 （ 小 城 中 心 市 街 地 地 区 ） 及 び 道 路 新 設 改 良 事 業 の 借

入 限 度 額 を 変 更 す る と と も に 、 社 会 資 本 整 備 総 合 交 付

金 事 業（ 橋 り ょ う 点 検 ）を 廃 止 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 第 ２ 款  総 務 費 で は 、 地 域 の コ ミ ュ ニ テ イ 活

動 の 充 実 ・ 強 化 を 図 る た め 「 一 般 コ ミ ュ ニ テ イ 助 成 事

業 」 な ど の 経 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 民 間 の 保 育 園 の 受 入 れ 数 を 増

や す た め の 施 設 整 備 事 業 補 助 金 と し て 「 保 育 所 等 緊 急

整 備 事 業 」 な ど を 計 上 い た し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 畜 産 農 家 の 生 産 コ ス ト

を 低 減 し 経 営 の 安 定 を 図 る た め に 「 さ が 肥 育 素 牛 ・ 自

給 飼 料 生 産 拡 大 施 設 等 整 備 事 業 」 な ど を 計 上 い た し て

お り ま す 。  

第 7 款  商 工 費 で は 、「（ 仮 称 ） ま ち な か 市 民 交 流 プ

ラ ザ 等 整 備 事 業 」 な ど を 計 上 い た し て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 県 道 江 北 芦 刈 線 開 通 に 伴 う 交

通 量 増 加 に 対 応 す る た め「 市 道 蒲 原・永 田 線 改 良 事 業 」

の ほ か 、「 市 営 住 宅 建 替 事 業 」な ど を 計 上 い た し て お り

ま す 。  

第 9 款  消 防 費 で は 、 地 域 の 防 災 力 の 向 上 を 図 る た

め 「 消 防 団 員 確 保 対 策 事 業 」 な ど を 計 上 い た し て お り

ま す 。  

第 10 款  教 育 費 で は 、 障 害 や 発 達 課 題 の あ る 子 ど も
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に 対 し て 、 個 別 の 支 援 計 画 に 基 づ く 生 涯 に わ た る 一 貫

し た 支 援 シ ス テ ム の 構 築 を 図 る 「 三 日 月 小 学 校 発 達 障

害 早 期 支 援 研 究 事 業 」 や 「 三 日 月 中 学 校 発 達 障 害 早 期

支 援 研 究 事 業 」 の ほ か 「 中 林 梧 竹 鎮 國 之 山
ち ん こ く の や ま

銅 碑 移 設 事

業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 の 主 な も の は 、 諸 収 入 、 各 種 事 業 に 伴 う 国 ・ 県 支

出 金 、 分 担 金 及 び 負 担 金 、 市 債 の 増 の ほ か 、 財 源 調 整

の た め の 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 な ど に よ る も の で ご ざ い

ま す 。  

次 に 、議 案 第 43 号 の 専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に

つ い て で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 43 号  平 成 26 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入

歳 出 予 算 の 総 額 に そ れ ぞ れ ３ 億 5,62 8 万 9 千 円 を 追 加

し 、 補 正 後 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を そ れ ぞ れ 56 億

9,2 7 6 万 ５ 千 円 と い た し た も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、平 成 25 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険 特 別

会 計 の 決 算 で 歳 入 が 不 足 す る こ と か ら 、平 成 26 年 度 の

歳 入 か ら 繰 り 上 げ て 充 用 す る も の で ご ざ い ま す 。  

こ の 議 案 に つ き ま し て は 、 議 会 を 招 集 す る 時 間 的 余

裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 179 条 第

１ 項 の 規 定 に よ り 、５ 月 30 日 付 け で 専 決 処 分 を い た し

ま し た の で 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 し 、

議 会 の 承 認 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  
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続 き ま し て 、 報 告 第 １ 号 か ら 報 告 第 ３ 号 ま で 一 括 し

て ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、報 告 第 １ 号  平 成 25 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続

費 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 観 光 施 設 整 備 事 業 か ら

芦 刈 小 学 校 改 築 事 業 の ４ 事 業 に つ い て 、平 成 25 年 度 内

に 支 出 が 終 わ ら な か っ た 、 １ 億 2,95 2 万 5,8 4 9 円 を 平

成 26 年 度 へ 繰 り 越 し ま し た の で 、地 方 自 治 法 施 行 令 第

145 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

報 告 第 ２ 号  平 成 25 年 度 小 城 市 一 般 会 計 繰 越 明 許 費

繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、平 成 25 年 度 の 補 正 予 算 第

１ 号 、 ４ 号 及 び 第 ５ 号 で ご 承 認 い た だ き ま し た 、 市 勢

要 覧 制 作 事 業 か ら 道 路 橋 り ょ う 災 害 復 旧 事 業 ま で の 全

17 事 業 の 総 額 ６ 億 8,11 0 万 ９ 千 円 を 平 成 26 年 度 に 繰 り

越 し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 146 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

報 告 第 ３ 号  平 成 25 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別 会 計 繰 越

明 許 費 繰 越 計 算 書 に つ い て 、 ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

公 共 下 水 道 事 業 費 の 三 日 月 、 芦 刈 及 び 小 城 処 理 区 事

業 費 の 繰 越 明 許 費 に つ き ま し て は 、平 成 25 年 度 小 城 市

下 水 道 特 別 会 計 補 正 予 算 第 ４ 号 に お い て 、 ご 承 認 頂 い

た も の で ご ざ い ま す 。 以 上 の ３ 事 業 に つ き ま し て 、 平
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成 26 年 度 に 支 払 う 予 定 と な る 額 を 、地 方 自 治 法 施 行 令

第 146 条 第 2 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

繰 越 額 に つ き ま し て は 、 三 日 月 処 理 区 事 業 費 4,03 0

万 円 、 芦 刈 処 理 区 事 業 費 8,18 0 万 円 、 小 城 処 理 区 事 業

費 9,30 0 万 円 を そ れ ぞ れ 繰 り 越 す も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ４ 号 平 成 25 年 度 一 般 財 団 法 人 小 城 市 体

育 協 会 の 経 営 状 況 に つ い て で ご ざ い ま す が 、本 報 告 は 、

地 方 自 治 法 第 243 条 の ３ 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ く も の で

ご ざ い ま す 。  

平 成 25 年 ４ 月 １ 日 に 財 団 法 人 か ら 一 般 財 団 法 人 へ 移

行 設 立 さ れ た 当 協 会 の 平 成 25 年 度 の 事 業 に つ き ま し て

は 、「 市 民 ス ポ ー ツ 活 動 の 充 実 」、「 競 技 力 向 上 の 推 進 」、

「 協 会 組 織 の 体 制 強 化 」 の ３ つ の 基 本 方 針 を 掲 げ 、 小

城 市 や 加 盟 団 体 等 と の 連 携 の も と 、 ス ポ ー ツ 活 動 の 普

及 及 び 振 興 、 並 び に 競 技 力 の 向 上 に 努 め ら れ ま し た 。  

昨 年 度 は 、第 66 回 県 民 体 育 大 会 に お い て 、３ 年 連 続

総 合 第 ４ 位 と い う 結 果 を 残 し 、２ 月 に 行 わ れ た 第 54 回

県 内 一 周 駅 伝 大 会 に お き ま し て は 、 ２ 年 連 続 ３ 回 目 の

総 合 優 勝 と い う 輝 か し い 結 果 を 残 す こ と が で き て お り

ま す 。  

財 団 の 収 支 状 況 で ご ざ い ま す が 、 収 入 に 関 し ま し て

は 事 業 収 益 、 補 助 金 等 な ど 、 合 計 9,65 0 万 636 円 と な

っ て お り ま す 。 ま た 、 支 出 に 関 し ま し て は 、 選 手 派 遣
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費 な ど の 事 業 費 、 並 び に 事 務 局 運 営 費 を 含 む 管 理 費 な

ど で 、 合 計 9,50 3 万 3,1 4 9 円 と な っ て お り ま す 。  

平 成 25 年 度 の 増 減 額 は 146 万 7,4 8 7 円 の 増 で 、期 末

残 高 は 1,12 5 万 5,2 3 5 円 と な っ て お り ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御

審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 


